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開会 午前 ９時２６分 

 

○書記（小林久美君） おはようございます。 

  連日のご参集、大変お疲れさまです。 

  それでは、ただいまから総務常任委員会を始めさせていただきます。 

  本日の委員会は、初めに委員長よりご挨拶をいただき、委員長の進行により議事を進めて

まいりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、内藤委員長、よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） 改めましておはようございます。 

  ご参集、大変ご苦労さまでございます。 

  昨日と今日の新聞に久々に甲斐市の情報が載っていまして安心しました。 

  それは山県大弐の300周年の記念イベントということで、地域を活性化するために様々な

取組をしているということで、９月に行われると思いますけれども、盛大に、なおかつ本市

の活性化につながるイベントとなればいいかなというふうに思っています。 

  また今日は、子ども食堂を甲斐市のお寺でやっているということで、非常にこの時代に即

した、なおかつ大学生が参加をして、子供たちの面倒を見ながら取り組んでいるというよう

な報道もありました。またこういうことも含めて甲斐市がさらに前に進めればいいかなとい

うことを感じた今朝です。 

  本日は、第２回定例会の条例審査並びに補正予算等の審査がありますけれども、慎重審議

をお願い申し上げまして挨拶に代えさせていただきます。よろしくお願いします。 

  ただいまの出席委員は８名です。定足数に達しておりますので、これより総務常任委員会

を開会いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（内藤久歳君） 本日の委員会は、定例会初日に付託されました議案の審査を行いま

す。 

  審査に入る前にお諮りします。本日は、円滑な審査を行うため、タブレットに保存してあ

ります議案審査日程により審査を行いたいと思いますが、これにご異議はありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認め、そのようにいたします。 

  それでは、初めに条例等審査を行います。 

  議案第39号 甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の件を議題といた

します。当局より説明をお願いいたします。 

  小宮山人事課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 改めまして、おはようございます。 

  人事課から議案第39号 甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の件に

つきまして説明させていただきます。 

  初めに、条例改正の提案理由を議案書で説明させていただきまして、その後、改正内容に

つきまして議会資料で説明させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

  それでは、初めに議案書の19ページをお願いいたします。 

  失礼しました。説明を続けさせていただきます。 

  甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の件でありますが、提案理由につ

きましては、次のページ、20ページにありますとおり、育児休業、介護休業等育児又は家

族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法

律が施行されたことに伴いまして、地方公務員法で定める均衡の原則に基づき、本市におい

ても、国家公務員と同様の措置を講ずる必要があるため、改正をお願いするものであります。 

  続きまして、条例の改正内容につきまして、議会資料で説明させていただきますので、申

し訳ありませんが、議会資料の17ページをお願いいたします。 

  説明を続けさせていただきます。 

  甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の新旧対照表になります。 

  第８条の２、第２項及び第４項におきまして、改正前は、「３歳に満たない子のある職員」

につきましては、請求のあった場合に限り、深夜勤務及び時間外勤務を免除できる規定があ

りました。改正後におきましては、「小学校就学の始期に達するまでの子のある職員」まで

免除できるよう制度を拡充するものであります。 

  続きまして、18ページをお願いいたします。 

  15条の改正になりますが、配偶者及び父母、子などをまとめて配偶者等とする略称を追

加するものであります。 

  次に、15条の３第１項の追加になりますが、こちらは介護を行う職員から相談があった

場合は、仕事と介護を両立させる介護両立支援制度があることを説明するとともに、制度の
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利用について確認するため面談を行う規定を設けるものであります。 

  また、第２項の追加につきましては、40歳以上の職員を対象に介護両立支援制度がある

ことを周知しなければならないと規定を設けるものであります。 

  次に、第15条の４の追加になりますが、こちらは介護両立支援制度に関する研修の実施、

また相談体制を整備しなければいけない規定を設けるものであります。 

  20ページをお願いいたします。 

  第14条に関係する別表の改正になります。 

  こちら特別休暇の一つであります、子の看護休暇の名称を、「子の看護等休暇」に改める

ものであります。この理由でありますが、次の21ページをご覧いただきたいと思いますが、

甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する規則の一部改正におきまして、第23条の３の第１

項になりますけれども、これまでは、子供の看護休暇を取得するに当たっては、子供がけが

や病気をしたときに限られておりましたが、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う

労働者の福祉に関する法律の改正に伴いまして、学校保健安全法に基づきますインフルエン

ザなどの感染症の蔓延による学級閉鎖、また入園式、入学式などの式典に参加する場合もこ

の看護休暇の対象となったため、子の看護等休暇に改正するものであります。 

  以上、議案第39号 甲斐市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の説明とな

ります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  ここで、委員並びに職員各位に申し上げます。 

  質問は一問一答とし、また質問答弁は簡潔明瞭にしていただきますようお願い申し上げま

す。 

  それでは、説明に対する委員の質疑を行います。 

  委員より質疑等がありましたら、お願いいたします。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） 質問いたします。 

  子の看護等休暇で、インフルエンザとか、小学校の入学式、卒業式とかいう形で今までや

っていたんですけれども、その方たちは今まで有給という形で使って休みを取っていたとい

うことでよろしいでしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 小宮山課長。 
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○人事課長（小宮山 厚君） そのとおりで、有給休暇で取得していたという形になります。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  若尾副委員長。 

○委員（若尾彰子君） 休暇についてなんですけれども、夫婦共に市の職員であった場合、双

方に同じ日、同じ時間帯から請求があった場合はどのように対応する予定でしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 夫婦共に同じ休暇を取れるような制度になります。 

○委員長（内藤久歳君） 若尾副委員長。 

○委員（若尾彰子君） もう一つお願いします。 

  配偶者等というところなんですけれども、おおむね大体配偶者というのが、法律婚の夫婦

を対象としているものなんですが、甲斐市の運営上、事実婚というのはどのように対応して

いらっしゃいますか。 

○委員長（内藤久歳君） 難しい質問だな。 

  暫時休憩します。 

 

休憩 午前 ９時４２分 

 

再開 午前 ９時４２分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

○委員長（内藤久歳君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 事実婚も含むという解釈でよろしいかと思います。 

○委員長（内藤久歳君） 若尾副委員長。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

  では、すみません、もう１点、甲斐市もパートナーシップ制度導入というか、やっており

ますので、パートナーシップで同性のパートナーの場合にもこちら使える……。こちらはい

かがでしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 大丈夫という解釈であります。 

○委員長（内藤久歳君） 若尾副委員長。 
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○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

  なかなかまだ実績としてはないようなところかと思いますが、これからの時代にあること

かと思いますので、対応をよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 国の条例改正の背景はどういう内容になっているかということですね。 

  国ではワークライフバランスというか、仕事と子育てとか介護を両立するというふうなニ

ュアンスだと思うんですけれども。 

○委員長（内藤久歳君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 育児介護休業法の改正に至った背景でありますが、子の年齢に

応じた柔軟な働き方を実現させるための措置の拡充。あと育児休業の取得状況の公表の義務

の対象拡大、次世代育成支援対策の推進強化を図る。また、介護離職防止のため、仕事と介

護の両立を図る制度を強化するというのが背景のようであります。 

○委員長（内藤久歳君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 分かりました。 

  職員の申告に基づいて、最終的に休業と判断されるのかちょっとそれを教えてください。 

○委員長（内藤久歳君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 職員からの申請または相談という形から始まることになります。 

○委員長（内藤久歳君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） あの公務の運営に支障がない範囲というのがどういうふうに考えてい

るのか。 

  あと、年間でどのぐらい休業を取っていいとか、何か時間的な規定があるのかどうか。 

○委員長（内藤久歳君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） まず、先に制度の具体的な内容を説明させていただきます。 

  まず長期介護休暇という制度があるんですが、こちらは１年のうちに６か月を超えない範

囲で３回までが取得できるというのが長期介護休暇で、またそれと併せて短期介護休暇とい

うのもあるんですが、こちらは５日以内を上限にしているのが短期介護休暇。 

  このほかにも部分休業であるとか、時差出勤と言って、朝の出勤を遅らせたり早めたりす

るというのは時差出勤、あと部分休業と言って始業、終業のとか、そういったところ２時間
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まで勤務を免除できるような部分休業というのは制度がありまして、これが介護両立支援制

度という、今改正整備しているような整備になります。 

○委員長（内藤久歳君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 公務に支障を来してはならないので、具体的に年間で、先ほどどれぐ

らい休業取れるかとか時間が決まっているかと思うんですけれども、公務に支障がないって、

本当は休み取りたくても取れないのではないかということがあってはならないのかなという

ふうに、私、個人的に思っているんですけれども、その辺をどう考えているか。 

○委員長（内藤久歳君） 小宮山課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 今の甲斐市の組織体制ですと、理想論かもしれないんですけれ

ども、一人の担当が全てを把握するのではなくて、係全体で仕事を共有しましょうというこ

とで進めているんですが、どうしても、例えば用地交渉なんかで、どうしてもその担当職員

とでないと話ができないとか、もともと長い付き合いでこの職員に相談したいとかいう、ど

うしても限られた人を指名されるというケースがありますので、そういったことを想定して

おります。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ないようですので、質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案にする討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了いたします。 

  これより議案第39号を採決いたします。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第39号を終わります。 
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  次に、議案第40号 甲斐市職員の育児休業等に関する条例の一部改正の件を議題といた

します。当局より説明をお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 小宮山人事課長。 

○人事課長（小宮山 厚君） 続きまして、議案第40号 甲斐市職員の育児休業等に関する

条例の一部改正の件につきまして説明をさせていただきます。 

  初めに、条例改正の提案理由について説明させていただきますので、議案書の21ページ

をお願いいたします。 

  説明を続けさせていただきます。 

  後段の提案理由になりますが、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福

祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律が施行されたことに伴

い、規定を整備する必要があるため、改正をお願いするものであります。 

  続きまして、改正内容につきまして説明をさせていただきますので、議会資料の26ペー

ジをお願いいたします。 

  説明を続けさせていただきます。 

  甲斐市職員の育児休業等に関する条例の新旧対照表になります。 

  第18条第３項の部分休業の承認の改正につきまして、この条の中で明記してあります介

護時間とは、「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律」

に基づいた「介護をするための時間」であることを明確に規定するため改正するものであり

ます。 

  以上が、議案第40号 甲斐市職員の育児休業等に関する条例の一部改正の説明となりま

す。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  委員より質疑等がありましたら、お願いいたします。 

  質疑はございませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  質疑がないようですので、委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 

  これより、議案第40号を採決いたします。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第40号を終わります。 

  ここで、職員入替えのため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時４６分 

 

再開 午前 ９時４８分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、議案第41号 甲斐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正の件を議題といたします。当局より説明をお願いいたします。 

  大木総務課長。 

○総務課長（大木 康君） 大変お疲れさまでございます。本日もよろしくお願いいたします。 

  総務課から議案第41号 甲斐市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部改正の件につきましてご説明いたします。 

  議案書の22ページをお開きください。 

  提案理由につきましては、選挙執行時における立会時間が長時間にわたり、大きな負担と

なっている投票管理者、投票立会人の負担軽減策として交代制を導入することに伴い、立会

時間に応じた報酬額の規定を整備する必要があることから、条例案を提出するものでありま

す。 

  改正の趣旨でございますが、投票立会人は投票事務の公平性確保のため、公益代表として

従事するもので、本市では各投票区に３人を配置し、その選出については地域や自治会内の

事情に精通する投票区内の自治会長に依頼をしております。 
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  また、一部の投票区を除き、同一人が午前７時から午後８時まで終日従事する終日制を採

用しております。投票立会人の従事時間は13時間と長時間に及び、人員の選出など自治会

においても大きな負担となっていることから、本年１月、甲斐市自治会連合会から選挙にお

ける投票立会人の負担軽減として交代制の導入検討が盛り込まれた要望書が市長宛に提出さ

れたところであります。 

  このことから、市選挙管理委員会において交代制の導入について審議するとともに、従事

時間の短縮により負担が軽減され、従来と比較して選出が容易となり、より多くの市民が選

挙に参画可能となるといったメリットや、県内他市の導入状況等踏まえ、本年７月執行の参

議院議員通常選挙から投票立会人の交代制を導入し、併せて新たに費用弁償の額を規定する

ため、条例の一部改正を行うものであります。 

  なお、本条例案では国の法律に準じ、投票所の投票立会人のほか、投票管理者の交代制に

おける費用弁償の規定も改正いたしますが、市では投票立会人のみ交代制を導入し、その選

出につきましては自治会ごとに選出事情が異なることから、一律ではなく交代制または従来

の終日制の選択方式といたします。 

  詳細につきましては、議会資料27ページ新旧対照表をお開きください。 

  第２条の別表の８、投票所の投票管理者、11、投票所の投票立会人の報酬の額に、立会

時間が投票時間の２分の１となったものの報酬の額は、当該報酬の額に２分の１を乗じて得

た額を加えます。 

  また、本条例の施行日につきましては、公布の日からといたします。 

  以上で、本議案の説明を終了いたします。ご審査のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  委員より質疑等がありましたら、お願いいたします。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） この条例の改正の趣旨は十分理解もできるし、我々もふだん感じたと

ころで分かるんだけれども、基本的な時間が、前もこの委員会だったか言った経緯があるん

だけれども、今は８時まで投票やっているよね。だから８時までやる意味があるかというこ

と、基本的に。 

  昔は６時までで２時間延ばして、投票率アップというような形の中で、国の政策もあるか

もしれないけれども、今、期日前投票というのは結構頻繁に皆さんが利用している時期に、

やっぱりこの投票時間も、ある程度制限して６時という中でやると開票も早くなるし、いろ
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んな結果が早く出る。職員の負担も次の日も仕事にも差し支えなく、零時前には終わるとい

うこともあるので、こういったことは市の中で検討ができないのかな。それはどうなの。 

○委員長（内藤久歳君） 大木課長。 

○総務課長（大木 康君） 現在、一部の投票区ということで、清川と睦沢と吉沢の３投票所

につきましては午前７時までというふうにしております。 

  先ほど赤澤委員からお話ありましたとおり、期日前の投票の占有率が大体４割ぐらいとな

って、期日前を示す割合が高くなっております。当然、投票所の開設時間につきましては、

市の選挙管理委員会で定めていくんですけれども、そういった状況等を踏まえながら、今後

の検討課題というふうに捉えさせていただきたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひね……。 

○総務課長（大木 康君） すみません、訂正させていただきます。 

  午後７時でございます。すみません、失礼いたしました。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 前も総務課へ行って聞いたことあるけれども、６時から８時というの

は、ほとんど当日は本当に少ないんですね。正直言って。当日の６時以降８時まで選挙、投

票する人はほとんど少ないという状況も聞いているんだよね。そういうときもあれば、６時

で切っても差し支えはないと思う、基本的に。 

  そういったものも、こういった立会人の負担軽減というのを考えたときに、やっぱり何も

８時までやることないと。やっぱり６時でも十分対応できると思う。期日前が結構多くなっ

ているので、そういったことも、ぜひ選挙管理委員会の中で、行政の意見として出してもら

いたいんだけれども、それはどうかな、総務部長。考えをお聞かせください。 

○委員長（内藤久歳君） 小林総務部長。 

○総務部長（小林一三君） 今ご指摘の投票時間につきましては、過去にも選挙委員会でも協

議をした経過もございます。ただ、甲斐市につきましては、国政選挙をはじめ、県内の知事

選、県議選含めましてですが、ワースト、最下位ということで、やはり投票率ですが、向上

対策を進めております。そうした対策を取りながらですが、開票時間につきましては、引き

続きまた検討課題とさせていただきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 
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  若尾副委員長。 

○委員（若尾彰子君） この投票管理者や立会人の時間の分割については、以前、私も相談さ

せていただいたんですけれども、その際に、後半の午後の方が来なかった場合に、代替の人

員を確保するのが難しいということで、検討は難しいというようなことだったんですけれど

も、そのあたりはどのようにクリアされる予定でしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 大木課長。 

○総務課長（大木 康君） 今回、交代制は導入するんですけれども、当然自治会によって交

代制を導入することにより選出する方が増えてしまいます。そういったことで逆に負担にな

る場合がありますので、今回は、従来どおり１人が終日勤務していただくパターンと、自治

会によって、２人で半分ずつ、ちょうど６時間半ずつなんですけれども、それを選んでいた

だく。それは自治会のほうでも事情が異なると思いますので、そちらをお任せする形を取ら

せていただいております。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 先ほど赤澤委員も言ったとおり、各投票区でやっているんですけれど

も、地域によっては少ない投票区とかあると思うんですよね。地域によっては、先ほど言っ

ていたとおり、７時でやるとか。 

  甲斐市で以前あった投票区で、少なくなっているのか増えているのか、その辺分かります

か。遡って。投票所。 

○委員長（内藤久歳君） 小林部長。 

○総務部長（小林一三君） 投票区につきましては、合併以前の旧町単位ですが、それぞれ例

えば公民館単位とか、各地区の公民館、そういったところで開かれた経緯がございます。 

  合併以降ですが、できるだけですが、車で来られる方も増えているということで、小学校

単位に変更して、それぞれの学区単位みたいな形で変更されたという経緯がございますので、

今、おおむね竜王は８か所、敷島が８、双葉が５ということで、おおむね小学校もしくは中

学校。 

  一応、この間の選挙のときに竜王中学校ですが、部活動の関係もございますので庁舎に変

更ということで、各庁舎３か所ということもございますけれども、できるだけ車で、例えば

投票に来られるような、そういった環境の整備ということで進めさせていただいているとい
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う状況でございます。 

○委員長（内藤久歳君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 例えば、うちのほうだと玉川団地の近くで、昔あそこに南保育園でし

たか、そこが投票所だったんですけれども、もうなくなってしまって、あの辺の人が、やっ

ぱ投票所が遠いところで、実際に玉川のあの辺は投票率がすごく低い傾向があると思うんで

す。だから、時代とともに投票所も全国的に少なくなっているとはいうんですけれども、そ

ういうことも考慮して、増やすなり減らす、あと時間を見直すとかですかね。 

  例えば団地みたいなところでも、丸一日、選挙の投票時間だけではなくて、例えばこの時

間だったら設けますよとか、何かそういう工夫とかあってもいいのではないかなと思います。

検討していってもらえればいいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） 答弁はいいですか。 

○委員（金丸幸司君） はい。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） すみませんね。投票率の問題で、今金丸委員が言ったから、俺もちょ

っと思っているんだけれども、基本的になぜ投票率が低いのかということを分析してあるの、

きちっと。年齢とか、今言った地域差とか、年寄りがなぜ行けないとか、そういったものを

ちゃんと分析した中で甲斐市として対応しないと、ただのぼり旗立てますではなくて、やっ

ぱり言った地域性を見て、その地域がなぜ投票率が低いのか、それをやっぱりそういったも

ので投票所が遠過ぎる、行く足がないとか、そういったところを分析していかないと、ただ

低いからのぼり旗上げましょう何をしましょうではこれは解決にならないと思う。 

  特にうちのところ、北部の清川・睦沢地区は、年寄りは公民館まで行かれない、足がない。

期日前といっても若い人にわざわざ来てもらっても昼間なんて来てくれないし、仕事終わっ

てからは当然行けないと。私は行きたくても行けない。送迎してくれれば行きますよという

のが多いんですよ、正直言って。 

  だからそういったことをよく分析した中で、極端なこと言って、出前投票というのをよく

やるじゃないですか、学校とか、ラザウオークとか。じゃあ逆にそういうのを聞いたときに、

その時間帯にその地域の公民館に回ってやるとか、選管がついてね。それぐらいやれば、か

なりの人が行ける。だから、そこにばかりうけるのではなくて、そういった一つの方法も考
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えていくということも、その時間帯は何時から何時までが清川のどこどこの公民館、前屋の

公民館に行きますと回ってくる。そうすると必ず行けるんです。近くだから。公民館だから。 

  そういったことも一つの検討材料として、そうやって原因を追究した中で選挙区の投票率、

年代も分かっているわけだから。そういったことにちゃんと分析した中で方法を考えていく

ということは、金丸議員も言っていたことだけれども、必要だと思うんだよね。 

  それは十分今度の選挙管理委員会の中でも、こういった意見があったということは述べて

もらって、今後、一つの投票率アップの課題にしてもらえればありがたいと思います。 

  これは一つの参考意見です。言わせてもらいますけれども。ぜひよろしくお願いしたいと

思います。 

○委員長（内藤久歳君） 小林部長。 

○総務部長（小林一三君） 投票率の低下につきましてですが、選挙管理委員会の中でも、い

ろいろと議論をしている経緯がございます。その中で、令和５年度のときですけれども、や

はり地域性で見た中で、投票区ごとの投票率ということで、分析をした経過がございます。

その中で、やはり山間部とかと比較するとですけれども、そういったところのほうが投票率

はいい傾向にございます。 

  逆に、都心部の本当に中心のところは低いというこの要因は、やはり若年層、10代、20

代と30代ぐらいですか、そういった世代が投票率が低いというのが原因ということで、そ

の中でも自治会連合会の中に、そういった地域ごとの投票率を示しまして、競い合わせると

いうわけではないんですけれども、このエリアについては投票率がこれだけ低いんですよと。

ちょっと恥ずかしいというわけではないんですけれども、皆さんでそういった政治参加に、

そういう気運を盛り上げていただくような形で資料提示させていただいていますので、また

そういったことも含めて投票率向上に向けて、赤澤議員から指摘を受けましたので、いろん

な検討をさせていただいて、投票率アップに向けて取り組んでまいりたいと考えています。

よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 投票区ごとの投票率を何か後で参考に教えてもらえればお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） 小林部長。 

○総務部長（小林一三君） また改めて資料をご提示させていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 
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○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ないようですので、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案にする討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了いたします。 

  これより議案第41号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第41号を終わります。 

  ここで、職員の入替えのため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時０６分 

 

再開 午前１０時０７分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、議案第44号 竜王庁舎電気設備地上化工事請負契約締結の件を議題といたします。

当局より説明をお願いいたします。 

  森澤アセットマネジメント推進課長。 

○アセットマネジメント推進課長（森澤篤史君） 大変お疲れさまでございます。 

  それではアセットマネジメント推進課からは、議会議決を必要とする契約につきまして、

議案第43号及び44号の２件についてご説明申し上げます。 

  定例市議会議案と定例市議会資料のほうをお願いいたします。また、職員の入替え順の関
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係で、初めに議案第44号 竜王庁舎電気設備地上化工事請負契約締結の件につきましてご

説明させていただきます。 

  議案の29ページをお願いいたします。 

  本案件につきましては、浸水や地震などの災害時に備え、停電時にあっても確実に非常用

電源を稼働させるため、庁舎基幹系電気設備を浸水想定深より上部に設置する電気棟の地上

化工事の請負契約の締結についてであります。 

  契約の目的は、竜王庁舎電気設備地上化工事。契約方法は、一般競争入札による契約とな

ります。消費税を含んだ契約金額は４億3,835万円であります。契約の相手方は渡辺建設興

業・伸電工業竜王庁舎電気設備地上化工事共同企業体。代表者は、渡辺建設興業株式会社、

代表取締役、渡邉慎助氏で、住所地は、甲斐市名取393番地であります。 

  次に、提案理由でございます。 

  この請負契約の締結につきましては、甲斐市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分の範囲を定める条例第２条の規定により、議会の議決を経る必要があります。これが

この案件を提出させていただいた理由でございます。 

  続きまして、入札執行の経過についてご説明いたします。恐れ入りますが、議会資料の

29ページのほうをお願いいたします。 

  入札執行の公告につきましては、５月９日金曜日に屋外掲示場及び公式ウェブサイトによ

り公告をしております。入札参加の受付期間は、公告日から５月16日金曜日までの８日間

とし、入札を５月26日月曜日に執行いたしました。 

  中段の表をお願いいたします。 

  入札参加条件などにつきましては、特定建設工事共同企業体（２者）とし、主な入札参加

条件としましては、代表構成員は山梨県中北建設事務所管内に本店を有し、経営事項審査

（建築）の評定値が900点以上の事業者であること。また、構成員は市内に本店を有し、経

営事項審査（電気）の評定値が650点以上の事業者であることといたしました。 

  表の一番右側になりますが、本件の応札者につきましては、中村建設・岩間電気工業ＪＶ

及び渡辺建設興業・伸電工業ＪＶの２つの共同企業体であり、入札の結果、価格が最も低か

った渡辺建設興業・伸電工業ＪＶを落札候補者として入札後に資格要件審査を行い、的確と

認められたため、落札の決定をしたところであります。 

  表の中ほどになりますが、予定価格につきましては税抜きの金額で３億9,924万円、落札

の金額は税抜き金額で３億9,850万円、契約金額は税込み金額４億3,835万円であります。 
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  落札率でありますが、税抜き金額の予定価格と落札金額を比較し、74万円の削減となり、

99.8％の落札率であります。 

  入札結果により、６月２日月曜日に渡辺建設興業・伸電工業竜王庁舎電気設備地上化工事

共同企業体と仮契約を締結し、本議案の議会議決後に本契約に移行いたします。なお、工期

につきましては議会議決日の翌日から令和８年３月24日火曜日までを予定しております。 

  以上が、議案第44号 竜王庁舎電気設備地上化工事請負契約締結の件についての説明と

なります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 工事内容をもうちょっと分かりやすく説明してもらいたいです。 

○委員長（内藤久歳君） 大木課長。 

○総務課長（大木 康君） 今回の工事につきましては、４月の本常任委員会でご説明をさせ

ていただいたところでございますけれども、今、本館と新館の地下にございます、電気設備

関係を、ここのエリアが浸水想定深が大体70センチ程度と想定されていることから、地上、

そこに浸水しない程度ということで、階高3.3メートルの高さに、そこを持っていくのと、

併せて非常用電源の容量につきましても、今、本館のほうは８時間となっています。それを

72時間に引き上げるといった内容でございます。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ３メートル上げるということは、２階ぐらいになるということなのか。

ちょっと分からない。 

○委員長（内藤久歳君） 大木課長。 

○総務課長（大木 康君） 階高ということで、地面からちょうどそこの電気設備を置くとこ

ろが3.3メートルということで、全体の高さは大体２階建てぐらいになる6.9メートルを想

定しております。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） いつも感じるんだけれども、一般競争入札、これは事前に金額を公表
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しているわけだね。それで募ってやるんだけれども、それの落札率というのは、我々もそれ

はやむを得ないと思う。 

  99.8となると、応札者は２者いるわけで、もう１者は幾らでどうなのとなっちゃう。あ

まりにもこの率が我々から見れば、ちょっとねというところもある。正直言ってね。それは

そう、きちっとした入札だって、こっちが安かったらやむを得んということで、言えば、そ

れは我々もそうかと認めざるを得ないんだけれども、やっぱりその辺ところの、いつも入札

で思うんだけれども、基本的に。同じ業者が同じように入って同じことやっている。基本的

に。うちはね。基本的に、こればかりではなくて、今日は入札のことだからちょっと言わせ

てもらうけれども。 

  そういったことも、やっぱり今、中北の事業所は相当の数があるとか、基本的に。点数が

ある業者というのは。その中でこういったことが、やっぱり町内業者優先と、我々もそれは

いいし、そういったことは否定するわけではないんだけれども、その辺のところは、もうち

ょっとそれはどうかなということを感じるということだから基本的に。入札は今回これがど

うではなくて、そういったことをよく感じるから、その辺の、総務部長、基本的にこれは担

当ではないから、これは当然最高責任者は部長ですから、やっぱり我々もここのところはい

ろんな事業を見てきても、感じるよね、そういうことをね。 

  だからそこがやっぱり十分、行政としてはきっと、適切な入札をしていると言えば、そう

かもしれんけれども、やっぱり市民が見たときの、それは我々も説明できないのがあっては

困るので、そこら辺のところは、きちっとやってもらう、その辺のところの総務部長の考え

をちょっと聞かせてもらえればありがたいが、どうですか。 

○委員長（内藤久歳君） 小林部長。 

○総務部長（小林一三君） この事前公表につきましては、メリット、デメリット、いろいろ

と言われているところだと思います。やはり落札価格の高止まりというか、適正な競争が行

われにくくなるといったデメリットがあるというふうにも言われているところも事実でござ

います。 

  たしかにそういう事実はあるんですけれども、公共工事は、予定価格の事前公表が、やっ

ぱり透明性の確保であったりとか、不正行為の抑止、あとは入札参加者の負担軽減といった

メリットも当然ございますので、そういったバランスのある中で、甲斐市としては、そうい

った事前公表ということで、工事に限ってはさせていただいております。 

  また、いろいろ各市を見る中でですが、そういった比率も高いということもございますし、
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この工事につきましては落札率99.8％ということでございますけれども、令和６年度の工

事の落札率を平均にしますと97.6％とか、そこまで高いというわけではございませんので、

またいろいろとそういったご指摘も踏まえて、内部でいろいろ検討するべきこと、改善する

べきことはまた検討させていただいて、いろいろ公平な入札執行に努めてまいりたいと考え

ておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今、部長が申したとおり、我々も行政を疑っているわけではないんだ

けれども、やっぱり基本的に入札執行は、誰が見ても納得できる、公平公正でやってもらい

たいというのが我々議会としても市民としてもそうだと思うので、よろしくお願いしたいと。 

  今後、そういったことがないように、恐らくないと思うけれども、今後も十分気をつけて

やってもらえたらありがたいと。一言意見として申し述べておきます。 

  以上です。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにありますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） 今、赤澤委員の言われたとおり、入札とか形で、結局、今言われたよ

うに本当に入札の入れる方がほとんど一緒というふうな形で、点数が900点以上、あるいは

650点以上というふうな点数というのは決まっていて、そこに達しないと入札できないとい

う、一応規定はあるんですけれども、いろいろ考えますと、やっぱり甲斐市内にはそれだけ

の点数を取れる業者は、正直少ない。いないとは言わないですけれども、そういうふうなも

のも物すごく感じるところです。 

  もう少しいろんなところができるような形になれば、本当は、この入札率が99.8が97、

96とかいう形になるのではないかと思うんですけれども、行政のほうでその辺の点数上げ

てくださいとか多分言えないと思うんですけれども、その辺については何か考えとかありま

すか。 

○委員長（内藤久歳君） 森澤アセットマネジメント推進課長。 

○アセットマネジメント推進課長（森澤篤史君） 保坂委員のおっしゃるとおりなんですけれ

ども、市としましては、やはり基準となるものを正確に定めなくてはならないということで、

総合評定値のものを基準として、そういった問合せ等があっても、しっかり応えられる形を

取っております。 

  先ほど、事前公表であったり、そういった部分の課題等もあるんですが、やはり透明性、
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公平性を重視しまして、基準点という形で設定し発注させていただきますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので……。 

〔発言する者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） タイミングがよかったですね。 

  委員の質疑がないようですので、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 

  まず、本案にする討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了いたします。 

  これより議案第44号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第44号を終わります。 

  ここで、職員の入替えのため暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時２１分 

 

再開 午前１０時２２分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、議案第43号 災害対策用備品（屋外シャワーキット）購入売買契約締結の件を議

題といたします。当局より説明をお願いいたします。 
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  森澤アセットマネジメント推進課長。 

○アセットマネジメント推進課長（森澤篤史君） よろしくお願いします。引き続きお願いい

たします。 

  議案の28ページのほうをお願いいたします。 

  議案第43号 災害対策用備品（屋外シャワーキット）購入売買契約締結の件につきまし

てご説明させていただきます。 

  本案件につきましては、災害時における避難所等で活用する屋外型のシャワーキット８セ

ットの購入売買契約の締結についてであります。 

  契約の目的は、災害対策用備品（屋外シャワーキット）の購入。契約方法は一般競争入札

による契約となります。消費税を含んだ契約金額は4,576万円であります。契約の相手方は

三和防災株式会社、代表取締役、白澤実氏で、住所地は甲府市善光寺３丁目８番29号であ

ります。 

  次に、提案理由でございます。この売買契約の締結につきましては、甲斐市議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分の範囲を定める条例第３条の規定により議会の議決を

経る必要があることから、案件として提出させていただいたところが理由であります。 

  続きまして、入札執行の経過についてご説明いたします。議会資料の28ページのほうを

お願いいたします。 

  入札執行の公告につきましては、４月10日木曜日に屋外掲示場及び公式ウェブサイトに

より公告しております。入札参加の受付期間は、公告日から４月16日水曜日までの７日間

とし、入札を４月25日金曜日に執行いたしました。 

  中段の表をご覧ください。 

  入札参加条件などにつきましては、過去の災害対策用備品等の購入に関わる入札に準じて、

山梨県内に本社、本店または営業所があり、かつ物品・役務の入札参加資格登録のあるもの

を条件といたしました。 

  表の一番右になりますが、本件の応札者は、三和防災株式会社、東八防災株式会社、株式

会社東ポン商会の３者であり、入札の結果、三和防災株式会社を落札者として決定いたしま

した。 

  表の中ほどになりますが、予定価格は税抜き金額5,000万円、落札金額は税抜き金額で

4,160万円、契約金額は税込み金額で4,576万円であります。 

  落札率につきましては、税抜き金額の予定価格と落札金額を比較し、840万円の削減とな
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り、83.2％の落札率であります。 

  入札結果により、５月７日水曜日に三和防災株式会社と仮契約を締結し、本議案の議会議

決後に本契約に移行をいたします。 

  なお、納入期限につきましては、令和７年９月30日火曜日までを予定しております。 

  購入する屋外シャワーキットの装備内容でありますが、１番のＡＩ診断機能付浄水装置か

ら、10番のアクセサリーバッグを１セットとしまして８セットを購入いたします。 

  以上が議案第43号 災害対策用備品（屋外シャワーキット）購入売買契約締結の件につ

いての説明となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） すみません、この間総務で、委員会のほうで説明を受けたので、ある

程度理解しています。再確認で、８セット基本的にこれは防災の倉庫のほうに設置しておく

ということでよかったかな。どうなんですか。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋防災危機管理課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） こちらのほう、１セットにつきまして、約畳１畳分の大

きさとなっておりますので、公共施設の空きスペースにそれぞれ分散しておくような形をと

るというところで考えております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） その空きスペースと、公共施設が結構旧町に結構ある。具体的にどこ

ら辺かちょっと分かれば。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） 今考えておりますのが、双葉庁舎２階の元議場がありま

すスペース、そちらのほうとか、あと、双葉保健福祉センターとか、あとは自然休養村の一

部というところで考えております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） いざ災害になったら、それを利用するということなんだけれども、い

ろんなことを想定して、そこで道路とかアクセスが十分対応できるかどうかということをち

ゃんと考えた中で、そういった備品をそこに置いてあるっていうことで理解でいいのかな。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 
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○防災危機管理課長（髙橋正樹君） 災害時における道路等の被害等も考えた中での配置とい

うところで考えています。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひ、その辺は問題がないようにやってもらいたい。 

  それからもう１点、８セットとあるけれども、基本的に市の防災避難所は22あるのかな。

そこの全部が全部、８セットだから持っていけるわけではないし、今年度当初予算で８セッ

トということで計上してあるので、それを買ったと思うんだけれども、将来、来年度以降は、

このシャワーセットなんかを増やすとか、その辺は予定はどんなふうになっているか教えて

もらえますか。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） 今回のシャワーキットの整備につきましては、国の補助

金を活用して整備しており、今後の増設については国や県の動向も注視しながら、有利な補

助制度等を活用することや、ほかの資機材の整備状況も踏まえ、検討してまいりたいと考え

ております。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 当然、国の方針で、今起こっている災害の中で、結構補助金があった

り何かしているので、今、課長が言ったとおり国の動向を見ながらやらないと、独自でやっ

たら当然、市の財源がもう限られているので、なかなか難しい面もあるけれども、そうは言

っても災害ということは、いつ起きるか分からないし、やっぱり災害があったら市民の、８

セットとなると22のうち８つしか置けないわけで。同じ市民でも不便さを感じるところも

あるわけだから、できるだけそういったものは国に要望したり、また、市でもできるだけ予

算をつけて、特に今からは南海トラフとかいろんな問題が、富士山の関係とかいろんなもの

が想定されているわけだよね。 

  特に今、防災というのは市民も相当な関心を持っているし、いろんな面があるので、本当

大変だと思いますよ。大変だと思うけれども、やっぱり市民が安心して安全で、やっぱりそ

の対応できるセット、そういう装備はある程度整えていく必要があろうかと思うんだけれど

も、それは管理監はどんな考えか教えてください。 

○委員長（内藤久歳君） 酒井防災危機管理監。 

○防災危機管理監（酒井厚志君） 今頂いた意見のとおり、災害等の準備、最悪を想定しなが

ら設備、機材等をしていかなければならないと思っています。ただ、能登等の震災を教訓に
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に、トイレ、また電力の関係の発電機、ソーラー投光器と、今回このシャワーキットの４種

類を国の補助金を活用しながら昨年度補正をさせていただいております。 

  限られた財源の中で見極めながら、こういった必要な物を今後も整備してまいりたいと考

えておりますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 部長のほうから前向きな答弁いただいて、本当にありがとうございま

す。 

  基本的にうちとしても今年度かな、体育館なんか空調の施設を完備するということで、い

ろんな面において市民が災害があったときに、どんなふうな行政として対応できるかという

のが、やっぱり一番肝心なところだと思うんだよね。やっぱりそこは十分財源も限られてい

るんだけれども、甲斐市として、やっぱり甲斐市すごいな。やっぱり甲斐市は災害について、

いろんなもので対応できるぞというまちづくりが、計画が立った中で、今後も進めてもらえ

ればありがたい。よろしくお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） １点、このシャワーキット８セット購入ということなんですれども、

これは耐久性とかそういうのはどのぐらいの予定でいらっしゃいますか。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） おおむね10年というところでありますけれども、フィ

ルターの交換も必要になってきますので、フィルターにつきましては100人使ったら交換と

いう形になってきますので、そういった運用になります。 

○委員長（内藤久歳君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） 今、そういう形で10年対応というような形で言われますけれども、

これの使い方というのはどこかで市民の方にこう……市民というか、あのやる方に１回やっ

てもらうとか、そういうような形のものというものはどこかありますでしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） 今年11月に予定しております市の総合防災訓練におき

まして、こちらのほうで展示したいと考えております。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 



－26－ 

  ほかに。 

  金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） １から10を１セットとして８セット購入するということですけれど

も、これ災害対策で使用するということなんですけれども、あまり災害がなければ、ずっと

備蓄倉庫に眠ったままだと、いざ使うときにということを考えると、そのメンテナンスとか、

保証期間的なものはどうなっているのか、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） メンテナンスにつきましては、１年に１回、ＡＩ搭載し

ておりますので、そのアップデートが必要であります。 

  あと、活用のほうにつきましては、年１回宿泊訓練をやっておりますので、その際に使用

したいと考えています。 

○委員長（内藤久歳君） 金丸委員。 

○委員（金丸幸司君） 年に１回使用して、その中で不備があれば新しく交換していくとか、

そういうイメージでいいですか。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） 実際に、不備がないものを、うちのほうも納品を受けて

いるというところで考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（内藤久歳君） 酒井管理監。 

○防災危機管理監（酒井厚志君） すみません、先ほど保坂委員から耐用年数、課長のほうが

10年と申し上げましたけれども、メーカーのほうでは一応15年となっておりますので、訂

正させていただきます。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  小澤委員。 

○委員（小澤重則君） 今、フィルター交換が100人で交換するという話を聞きましたが、い

ざというとき100人はすぐに達しちゃいますよね。フィルターなんかの予備も置いているん

でしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） 現在のところ、フィルターの予備は保管しておりません

ので、今後整備する必要があるものと考えています。 

○委員長（内藤久歳君） 小澤委員。 
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○委員（小澤重則君） そうですね。何か有事があったときに、100人ぐらいのシャワー、

100人使ったら終わりなんてことは困りますので、それは早急に考えていただきたいと思い

ます。 

  それと、今の国からの補助、補助率は、国からどのくらいの補助率で入るんでしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） 補助率につきましては、２分の１。上限額がございまし

て、4,000万円でございます。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  若尾副委員長。 

○委員（若尾彰子君） 畳１畳分程度の収納スペースということなんですけれども、実際に甲

斐市で災害が起こったときに、活用するということももちろん大事ですが、北杜市なんかは

能登地震があったときに、トイレトレーラーと給水車を派遣していました。そういった他の

地域への派遣なんていうことも、今後検討とかはされているでしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） 災害協定を結んでおりますので、そういった要請があれ

ば、こちらのほうも支援をしたいと考えております。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

  安倍委員。 

○委員（安倍健治君） これ、８セットということで、大分高価なあれだと思うんですけれど

も、使用するときの大きさとか、何をＡＩで診断したりするのか、そういう何か最新型のあ

れなんでしょうか。 

○委員長（内藤久歳君） 髙橋課長。 

○防災危機管理課長（髙橋正樹君） １セット当たりの購入費につきましては、572万円と大

変高価なものでございます。 

  ＡＩでの使用につきましては、水処理技術によりまして、汚い水と使える水を分けて、ま

た再利用できる、循環できるようなシステムとなっております。 

○委員長（内藤久歳君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で委員の質疑を終了いたします。 

  これより討論、採決を行います。 
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  まず、本案にする討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了いたします。 

  これより議案第43号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第43号を終わります。 

  これで、条例等審査を終わります。 

  ここで、職員の入替えのため暫時休憩いたします。10分間休憩します。 

〔「10時50分再開でお願いします」と呼ぶ者あり〕 

 

休憩 午前１０時３９分 

 

再開 午前１０時５２分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  それでは、補正予算審査を行います。 

  議案第42号 令和７年度甲斐市一般会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

  審査に入る前にお諮りします。審査は歳出から行い、説明は担当課ごとに説明を受け、質

疑を行いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） それでは、そのようにいたします。 

  初めに、アセットマネジメント推進課より、２款総務費、１項総務管理費の財源更正につ

いて説明をお願いいたします。 

  森澤アセットマネジメント推進課長。 

○アセットマネジメント推進課長（森澤篤史君） 引き続きよろしくお願いいたします。 
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  アセットマネジメント推進課の補正予算につきましてご説明させていただきます。 

  補正予算説明書の16ページ、17ページのほうをお願いいたします。 

  補正予算の概要は、２款総務費、１項総務管理費、４目財産管理費における財源内訳の更

正をお願いするものであります。 

  内容につきましては、本年４月１日に土地売買契約を締結いたしました、甲斐市西八幡の

竜王あら川こども園における不動産売払収入を004市有維持管理事業費の一般財源を補填す

るため、その他財源、不動産売払収入額を955万円増額し、また不動産売払契約が延期した

場合に見込んでおりました不動産貸付収入額を306万円減額するものであります。 

  以上で、今定例会に提案いたしました補正予算の説明を終わります。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 質疑がないようですので、委員の質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１０時５４分 

 

再開 午前１０時５５分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、総務課より２款総務費、１項総務管理費及び４項選挙費について一括で説明をお願

いいたします。 

  大木総務課長。 

○総務課長（大木 康君） 総務課から補正予算の内容をご説明いたします。 

  補正予算説明書の16、17ページをお開きください。 

  ２款総務費、１項総務管理費、６目情報管理費のうち、001情報化推進事業が275万円の

増額、003業務系システム運営事業は、国庫支出金の歳入に伴う財源更正をお願いするもの

であります。 

  なお、財源につきましては、情報化推進事業がその他財源として、県道韮崎昇仙峡の道路
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拡幅工事に伴う光ケーブル移設補償金が275万円、業務系システム運営事業は、国県支出金

としてシステム改修に伴う補助金９万9,000円で、財源更正に伴い一般財源が減額となりま

す。 

  補正予算の内容でありますが、初めに、001情報化推進事業につきましては、県が整備す

る神戸地内の県道韮崎昇仙峡線道路拡幅工事に伴い、支障となる電柱の移設が必要となるこ

とから、市が共架する亀沢地区地デジ難視聴地区の光ケーブルの移設工事を行うもので、内

訳は14節工事請負費275万円であります。 

  なお、本工事は全額移設補償費の対象となり、県と補償契約の締結後、電柱の移設状況を

踏まえ執行する予定であります。 

  次に、003業務系システム運営事業でありますが、障害者自立給付支援事業の報酬改定に

伴い、システム改修にかかる経費、12節委託料19万9,100円が必要となり、既存予算におい

て対応することといたしますが、かかる経費の２分の１、19万9,000円が国の補助金の対象

となることから、併せて一般財源との財源更正を行うものであります。 

  続きまして、補正予算説明書の18、19ページを開いてください。 

  ２款総務費、４項選挙費、９目参議院議員選挙費、002参議院議員選挙執行事業、１節報

酬35万5,000円の増額をお願いするもので、財源につきましては、全額、参議院議員通常選

挙執行に係る県の委託金となります。 

  補正予算の内容でありますが、選挙執行に係る投票管理者、立会人、開票管理者、立会人

の報酬につきましては、国の国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律に準じた額と

しておりますが、最近の物価動向等を踏まえ、報酬額の基準額等が増額改定されたことから、

増額分を計上するものであります。なお、参考までに申し上げますと、選挙当日の投票管理

者が、現行の１万2,800円から1,700円の増額となる１万4,500円。同じく投票立会人が現行

の１万900円から1,500円の増加となる１万2,400円に改定となります。 

  以上で今定例会に提案いたしました補正予算の説明を終わります。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明は終わりました。 

  委員等より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑はございませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 16ページの６の情報管理費で、９万9,000円の障がい者自立支援給付
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費負担金がこの情報の関係に入っているんだけれども、ちょっと説明をお願いします。 

○委員長（内藤久歳君） 大木総務課長。 

○総務課長（大木 康君） 本件につきましては、障がい者自立給付支援事業の報酬の改定に

伴いまして、報酬請求システムのサービスコードと言われるものが、改修が必要となること

から、今回システムの改修を行うものであります。なお、報酬請求システムサービスコード

につきましては、居宅介護とか、重度訪問介護など30種類で、詳細を含めますと大体数千

種類のサービスコードがございまして、そちらを改定するといった内容でございます。 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ないようですので、以上で質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時０１分 

 

再開 午前１１時０２分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、税務課より２款総務費、２項徴税費の説明をお願いいたします。 

  山田税務課長。 

○税務課長（山田郁子君） 大変お疲れさまでございます。税務課の補正予算につきましてご

説明いたします。 

  補正予算説明書の18ページ、19ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、２項徴税費、２目賦課徴収費、ナンバー015調整給付金給付事業に、５億

4,500万円の増額をお願いするものでございます。 

  財源につきましては、全額、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金でございます。 

  内容は、昨年度に給付しました定額減税し切れないと見込まれるものへの調整給付金の算

定におきまして、令和６年分の所得税額を令和５年分の所得金額を使い推計で算定したこと

などにより、本来給付すべき所要額との差額が生じた者等に対し、その差額等を支給するも

のであります。給付対象者は１万5,000人を見込んでおります。 
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  経費につきまして、節ごとにご説明いたします。 

  初めに、１節報酬と３節職員手当等は正職員及び会計年度任用職員の時間外手当でありま

す。 

  次に、10節需用費は、事務消耗品や通知チラシ等の印刷代であります。 

  次に、11節役務費は、対象者への通知にかかる郵便料及び口座振込手数料であります。 

  次に、12節委託料は、システム改修業務委託料や確認書の印刷、封入封緘業務委託料、

また、確認書の受付審査等業務委託料でございます。 

  最後に、18節負担金補助及び交付金は１万5,000人分の給付金でございます。 

  これで税務課の補正予算の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明は終わりました。 

  委員等より質疑がありましたらお願いいたします。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  質疑がないようですので、以上で質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時０５分 

 

再開 午前１１時０６分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、収納課より２款総務費、２項徴税費について説明をお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 萩原収納課長。 

○収納課長（萩原和美君） お疲れ様でございます。それでは、収納課から６月補正予算につ

きましてご説明をさせていただきます。 

  補正予算説明書の18ページ、19ページをお願いいたします。 

  ２款総務費、２項徴税費、２目賦課徴収費、ナンバー013諸税徴収費につきまして、691

万9,000円の増額をお願いするものでございます。 

  財源内訳につきましては、全て一般財源であります。 
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  内容といたしましては、現在、金融機関等の窓口で納めた市税等については、指定金融機

関であります山梨中央銀行に領収済通知消込データ作成業務を委託し、その消込データを市

のシステムに取り込み、収納管理を行っております。本年９月に、国が示す基幹系システム

標準化への移行に伴い、市税等の納付書の様式が変更になることから、現行の納付書に加え、

標準化後の新しい納付書の読み込みと消込データが作成できるよう、山梨中央銀行のシステ

ム改修経費を委託している市町村で負担するため、18節負担金補助及び交付金に必要額を

計上するものでございます。 

  収納課からの説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明は終わりました。 

  委員等より質疑等がありましたらお願いいたします。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ないようですので、以上で質疑を終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○委員長（内藤久歳君） 会議を再開します。 

  次に、財政課より13款諸支出金、１項基金費について説明をお願いいたします。 

  伊藤財政課長。 

○財政課長（伊藤 敦君） お疲れさまでございます。財政課がお願いいたします補正予算

（第１号）の歳出につきましてご説明いたします。 

  補正予算説明書の30ページ、31ページをお願いいたします。 

  下段になりますが、13款諸支出金であります。１項基金費、８目公共施設等整備基金費、

説明欄の001公共施設等整備基金積立5,429万円の増額につきましては、今回の補正予算に

伴います竜王あら川こども園用地の売却に伴う不動産売払収入を既存事業であります市有財

産維持管理事業の一般財源に充当し、残額の5,429万円を積み立てるものであります。 

  以上が財政課がお願いいたします一般会計補正予算（第１号）の説明となります。ご審議



－34－ 

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明は終わりました。 

  委員等より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） よろしいですか。 

  ないようですので、以上で質疑を終了いたします。 

  続いて、歳入について行います。 

  次に、財政課より15巻款国庫支出金から22款市債まで一括で説明をお願いいたします。 

  伊藤財政課長。 

○財政課長（伊藤 敦君） では引き続き、このたびの一般会計補正予算（第１号）の補正額、

10億2,713万7,000円の財源となります歳入予算についてご説明いたします。 

  補正予算説明書の８ページ、９ページをお願いいたします。 

  初めに、15款国庫支出金であります。 

  １項国庫負担金、２目民生費国庫負担金、１節社会福祉費負担金9万9,000円の増額につ

きましては、障がい者福祉サービス報酬改定に係るシステム改修に伴い、障がい者自立支援

給付費負担金を増額するものであります。 

  次に、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節総務管理費補助金５億9,982万

8,000円の増額につきましては、まず、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金は、令和

６年度に国の物価高騰対策として実施しました個人住民税所得税の定額減税において、定額

減税しきれない方への調整給付金の支給額に不足が生じる方に対して支給します不足額給付

金給付の財源として、国から全額が交付されるものであります。 

  社会保障・税番号制度システム整備費補助金につきましては、戸籍への氏名、振り仮名の

追加事務に必要な会計年度任用職員に係る経費について、補助金の交付決定を受けたことに

伴い増額するものであります。 

  次の地域公共交通確保維持改善事業補助金につきましては、ＡＩオンデマンド交通を展開

するための実証運行に係る経費について、補助金事業の採択を受けたことに伴い計上するも

のであります。 

  次に、２目民生費国庫補助金、１節社会福祉費補助金81万4,000円の増額につきましては、

生活扶助基準の見直しに対応するためのシステム改修に係る生活困窮者就労準備支援事業費
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等補助金を増額するものであります。 

  次に、７目土木費国庫補助金、１節土木費補助金210万2,000円の増額につきましては、

木造住宅耐震関係の耐震診断等の補助限度額の見直し及び空き家除却事業の申請増に伴い、

社会資本整備総合交付金を増額するものであります。 

  次に、４節都市計画費補助金7,223万2,000円の増額につきましては、赤坂台総合公園駐

車場拡張及び防災機能拡充に係る用地取得費、造成設計などに係る経費について交付金の内

定を受けたことに伴い、防災・安全社会資本整備交付金を増額するものであります。 

  次に、16款県支出金であります。 

  ２項県補助金、２目民生費県補助金、１節社会福祉費補助金91万円の増額につきまして

は、65歳以上の軽・中等度の難聴のため、日常生活に支障がある難聴者に対して補聴器を

購入する費用に係る補助金として、認知機能低下予防補聴器装用推進事業費補助金を計上す

るものであります。 

  次に、５目農林水産業費県補助金、１節農業費補助金155万8,000円の増額につきまして

は、まず、鳥獣被害防止総合対策事業費補助金、こちらに関しましては、甲斐市鳥獣害防止

対策協議会が実施するセンサーカメラ捕獲おりを活用した効率的な捕獲事業がスマート捕獲

等普及加速化事業の採択を受けたことに伴い、協議会への補助金を増額するものであり、や

まなし未来創造農業推進事業費補助金は、農事組合法人ゆうのう敷島で管理している畑から

発生した梅の剪定枝は、これまで焼却処理を行っていましたが、粉砕機を導入することで剪

定枝をチップ化して土壌にすき込むことにより、二酸化炭素の削減が見込まれることから、

補助金の採択を受けたことに伴い計上するものであります。 

  次に、７目土木費県補助金、１節土木費補助金120万1,000円の増額につきましては、木

造住宅耐震関係の耐震診断、改修等の補助限度額見直し及び空き家除却事業の申請増に伴い、

木造住宅耐震診断支援事業費補助金、木造住宅耐震改修等支援事業費補助金及び山梨県空き

家対策総合支援事業費補助金をそれぞれ増額するものであります。 

  10ページ、11ページをお願いいたします。 

  次に、２項県補助金、９目教育費県補助金、１節小学校費補助金18万円及び２節中学校

費補助金36万円の増額につきましては、不登校の児童生徒がいる世帯の経済的負担を軽減

し、学びの場の選択肢を広げるため、フリースクール利用料の補助金として、フリースクー

ル利用支援事業費補助金をそれぞれ計上するものであります。 

  次に、３項委託金、１目総務費委託金、２節選挙費委託金35万5,000円の増額につきまし
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ては、法改正により投票管理者、投票立会人等の単価が増額したことに伴い、参議院議員選

挙委託金を増額するものであります。 

  次に17款財産収入であります。 

  １項財産運用収入、１目財産貸付収入、１節不動産貸付収入306万円の減額及び２項財産

売払収入、１節不動産売払収入6,384万円の増額につきましては、竜王あら川こども園の用

地として有償貸付けを予定していた市有地を、当該こども園を運営する社会福祉法人に売却

したことに伴い、貸付収入の減額及び売払収入の増額をするものであります。 

  12ページ、13ページをお願いいたします。 

  次に、18款寄附金であります。 

  １項寄附金、10目１節教育費寄附金103万円の増額につきましては、甲斐市の子育て支援

に活用してもらいたいと100万円の寄附。また、小学校の机、椅子の購入費用に活用しても

らいたいと３万円の寄附がありましたので、増額するものであります。 

  次に、19款繰入金であります。 

  １項基金繰入金、１目１節財政調整基金繰入金7,542万8,000円の増額につきましては、

今回の補正予算における財源不足分を繰り入れるものであります。なお、財政調整基金の６

月補正時点での令和７年末現在高見込額は36億7,994万9,000円という状況であります。 

  次に、15目１節特定事業ふるさと応援基金繰入金100万円の減額につきましては、昨年度

クラウドファンディングで集まった甲斐梅の里クロスカントリー大会への寄附金を特定事業

ふるさと応援基金に積み立て、当初予算において大会への補助金400万円の財源を全額基金

からの繰入金としておりましたが、公益財団法人ライフスポーツ財団から100万円の支援金

を受けたことにより減額するものであります。 

  次に21款諸収入であります。 

  ５項１目雑入、１節総務費雑入2,695万円の増額につきましては、県道韮崎昇仙峡線拡幅

工事に伴う光ケーブル移転補償費及び令和６年度に申請した一般財団法人自治総合センター

のコミュニティ助成事業において、一般コミュニティ助成事業に富竹新田三区、竜王仲町区

の事業、コミュニティーセンター助成事業に名取区の公民館建設事業が採択されたため、コ

ミュニティ助成事業助成金を計上するものであります。 

  次に、２節民生費雑入181万円の増額につきましては、後期高齢者医療の調整交付金の交

付基準額の引上げに伴い、資格確認証に係る通信運搬費補助金を計上するものであります。 

  次に、９節教育費雑入100万円の増額につきましては、甲斐梅の里クロスカントリー大会
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の経費に充てるための公益財団法人ライフスポーツ財団からの子ども活動支援金を計上する

ものであります。 

  次に、22款市債であります。 

  １項市債、３目衛生費、２節公共施設等適正管理推進事業債270万円の増額につきまして

は、敷島保健福祉センター給水ポンプ取替工事に係る経費に充当するため増額するものであ

ります。 

  14ページ、15ページをお願いいたします。 

  次に、７目土木債、６節公共事業等債１億2,080万円の増額につきましては、赤坂台総合

公園の駐車場拡張及び防災機能拡充に係る経費に充当するため増額するものであります。 

  次に、９目教育債、４節公共施設等適正管理推進事業債5,800万円の増額につきましては、

玉幡公園総合屋内プールの複合型運動施設整備に係る実施設計などに充当するため増額する

ものであります。 

  次に、地方債の現在高の見込みに関する調書につきましてご説明いたしますので、補正予

算説明書の33ページをお開きください。 

  表の一番下の行が合計でありまして、中ほどの列、令和７年度中の起債見込額の補正額に

ありますとおり、今回の補正で１億8,150万円を増額しますと、右隣の本年度の起債の発行

見込額は18億2,910万円となり、一番右の列にありますとおり、令和７年度末現在高は210

億9,737万4,000円となる見込みであります。 

  以上が歳入予算の説明となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（内藤久歳君） 説明が終わりました。 

  委員より質疑等がありましたらお願いいたします。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 質疑がないようですので、以上で質疑を終了いたします。 

  これで、歳入の質疑を終ります。 

  これより、議案第42号の討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 討論なしと認めます。 

  討論を終了します。 
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  これより議案第42号を採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） ご異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましてはご一任願います。 

  以上で議案第42号を終わります。 

  以上をもちまして、本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。慎重

審議ご苦労さまでした。 

  次に、その他を行います。 

  委員より、その他何かありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（内藤久歳君） 事務局より何かありますか。 

  小林係長。 

○書記（小林久美君） 事務局より１点ご報告いたします。 

  ５月30日に開催しました総務常任委員会懇親会の精算報告書につきまして、タブレット

内にございます本日の常任委員会フォルダー内に保存してございますので、ご確認をお願い

いたします。 

  事務局からは以上になります。 

○委員長（内藤久歳君） その他を終了いたします。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして総務常任委員会を閉会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

閉会 午前１１時２７分 

 


